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Statistical Parametric Mapping (SPM)は統計学的画像評価に使用される最も信頼され
るソフトウェアの一つであるが、解剖学的標準化を行う際には、各検査に対応した
template が必要である。本研究では健常ボランティアを用いて、日本人を対象とした
FP-CIT の解剖学的標準化のための template を作成し、その精度評価を試みた。 
 
【対象と方法】 
 template 作成とその精度評価を目的として、健常ボランティア 16 名(女性 5 名、男性
11 名、平均年齢 51.6 歳)を対象とし、全例において FP-CIT SPECT 像と 3D-T1 強調 MRI 像
を撮像した。また、過去に FP-CIT と 3D-T1 強調像が撮像されたパーキンソン症候を認め
る患者 21 名(女性 7 名、男性 14 名、平均年齢 70.7 歳)についても、template の精度評価
を目的として対象とした。 
 まず、SPM を用いて 16 名の健常ボランティアの SPECT 像を MRI 像に Fusion し、SPECT
と MRI の解剖学的位置を合致させ、次に MRI の Segmentation を行い、灰白質を抽出し
た。それを MRI 用の灰白質 template を用いて解剖学的標準化を行い、その変形パラメー
タを用いて SPECT 像の解剖学的標準化を行った。次に、FP-CIT の非特異的結合部位であ
る大脳皮質領域をバッググラウンドとし、その領域の集積カウントを 1 とするよう、カ
ウントの標準化を行った。最後に 16 例分の合算を行い平均化し、template を作成した。 
 作成した template の精度評価としては、MRI とフュージョンさせた FP-CIT 像及び MRI
用の template を用いて FP-CIT 像の解剖学的標準化を行った画像(MRI ベース法)と、新た
に作成した FP-CIT 用の template を用いて FP-CIT 像のみから解剖学的標準化を行った画
像(FP-CIT ベース法)を、健常者 16 名にそれぞれ作成し、16 名分を平均化した画像を定




 健常者 16 名の MRI ベース法と FP-CIT ベース法の定性的評価では、視察的に両者の線
状体の解剖学的位置や形態に大きな違いは見られなかった。SPM の Paired t test におい
ては、FP-CIT ベース法において線状体、脳幹及び小脳半球に MRI ベース法よりも集積が
やや高い部を認めた。 
パーキンソン症候群患者 21 名においては、FP-CIT ベース法において線状体の集積が
MRI ベース法よりもやや下方に移動した。Paired t test では FP-CIT ベース法において
線状体下部と側頭葉に MRI ベース法よりも集積が高い部位が見られた一方で、前頭葉皮




成するのが理想的はあるが、複数の template を使用する事で SPM 解析の結果に誤差が生
じる可能性がある。 




 日本人を対象とした、FP-CIT の template を作成する事に成功した。この template を











心領域(Region of Interest：ROI)を設定する必要があるが、従来法(Bolt 法)では線状体
の特異的な集積以外の影響を無視できず、マニュアル操作で ROI を設定する方法では観察




MRI 用の template を利用して症例毎に MRI 像を解剖学的標準化し、その変形パラメータ
を同一被験者の FP-CIT 像に適応すると、FP-CIT の解剖学的標準化を行う事ができる。た
だしその場合 MRI 撮影が必須となり、操作手順も煩雑となる。本論文で著者らは MRI を用









ェア上でその操作に必要な template を、MRI 像を利用して標準化した FP-CIT 像を平
均化する事で作成に成功しており斬新と言える。 
2. 重要性 






群患者を対象に MRI 用の template を用いて解剖学的標準化を行った画像と、FP-CIT
用の template を用いて標準化した画像を比較、検証することで正確性を担保した。 
4. 表現の明確さ 














Q; 日本人用の template を作成したとの事であるが、外国人と日本人で何が異なるのか? 














Q; PET 検査の SUVmax 値のように最大値で FP-CIT の集積を評価できないか? 
A;  従来法では主に ROI 内の平均値を利用して数値を求めている。最大値で評価可能かに
ついては不明である。 
 
Q; 日常臨床では Bolt 法で計測されているが、今回のように解剖学的標準化を行った場
合、その数値は大幅に変わるのか? 
A;  今回の研究を元とした継続研究において、両者の数値は相関していたが、Bolt 法の
結果では数値が高い傾向にあった。我々が設定した ROI は、集積に対し一定のカットオフ
値を設定しているため、本来の集積より僅かに小さく囲む事になる。また、Bolt 法では
ROI が大きく設定されるため、非特異的集積も含まれる。これらの要因により Bolt 法にお
いて数値が高くなる。 
 





Q: Visual assessment と集積値の対比は行っていないか? 日常臨床において、Visual 
assessment で異常な形態を呈しているが、SBR 値は正常である場合があり、判断に苦慮す
る場面がある。 
A: 現状ではその評価は行っていない。今後の研究の課題として考慮させていただきたい。 
 
 これらの質問に対し発表者は概ね的確に応答した。以上、内容の斬新さ、重要性、研究
方法の正確性、表現の明確性および質疑応答の結果を踏まえ、本論文は博士学位論文に値
すると評価した。 
 
